


◇◇01◇◇



◇◇02◇◇

☆　計算尽くの女子高生がエンジェル投資家に憧れて…

　　シーズン3 < 1 2 > ver.0.1

→　秘書ヒサゴのメール公開　←

◇◇02◇◇

　みなさま、初めまして。

株式会社アライバ・コーポレーションの荒伊波会長の秘書を

させていただいている、【秘書ヒサゴ】と申します。

　今回は私(わたくし)とフリーライターの【保伊佐　保】様の

メールの“やりとり”を公開したいと思います。

では、どうぞ。

◇　　◇　　◇



◇◇03◇◇

◇◇03◇◇

【保伊佐】

おはよっ！元気ぃ〜☆

ホホイの保伊佐ですよ(^o^)/

何か聞きたいことがあったけど、

忘れちったよ…(^ ^;)

【秘書ヒサゴ】

どうか、されましたか？

【保伊佐】

いや、どうってィゥかさぁ〜

今度、対談したいな！みたいな？

【秘書ヒサゴ】

構いませんよ。

【保伊佐】

あ、そう？じゃぁ明日、

この前のラーメン屋で、

時間もこの前と同じで。

OK？

【秘書ヒサゴ】

構いませんよ。



◇◇04◇◇

◇◇04◇◇

【保伊佐】

じゃぁ、ょろしくぅ〜☆

あ、思い出した☆聞きたいこと。

この前の“熱々抹茶ソーダ”

美味しいって言ってたっけ？

◇　　◇　　◇

【保伊佐】

こんばんわ！

明日の対談でアライバ・コーポレーション

について、いくつか聞きたいと思います。

できれば、資料などを持ってきてもらえると

嬉しいです。よろしくお願いしますm(_ _)m

【秘書ヒサゴ】

了解しました

【保伊佐】

ありがとう。

あと先日、前野芽里が超有名な資産家の

家から出てくるのを目撃したので、

そのことも聞くから。

あ、今日の晩飯はさ、残り物で作ったんだけどさ、

すごく美味しいよ☆

そっちの晩飯は？

◇　　◇　　◇



◇◇05◇◇

◇◇05◇◇

　このようなメールのやりとりでした。

もう少し、みなさまとお話したいのですが、

現在、午前3時ということと、あと1時間もすれば

保伊佐様との対談が始まりますので、

これから出発します。

　では、行ってまいります。

★　計算尽くの女子高生がエンジェル投資家に憧れて…

　　シーズン3 < 1 2 > ver.0.1……終
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